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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公開番号】特開2008-188720(P2008-188720A)
【公開日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-033
【出願番号】特願2007-26671(P2007-26671)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  51/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ  51/06    　　　Ｄ
   Ｂ２３Ｂ  51/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月4日(2008.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面の長手方向に沿って切屑排出用のＶ字溝を有する中空シャンクと、この中空シャン
クの後端部を挿嵌固定する筒状ドライバーと、該中空シャンクの前端に固着される切削ヘ
ッドとからなり、筒状ドライバーに導入されるクーラントを中空シャンク内を通して切削
ヘッドの先端のクーラント放出口から切削部位へ供給し、切屑と共に前記Ｖ字溝を介して
排出するようにしたガンドリルにおいて、
　前記中空シャンクがその全長にわたって前記Ｖ字溝を有すると共に、該中空シャンクの
筒状ドライバー内へ挿嵌する後端部に、該Ｖ字溝を埋めて閉塞する溝閉塞片が固着されて
いることを特徴とするガンドリル。
【請求項２】
　前記の溝閉塞片が中空シャンクの筒状ドライバー内への挿嵌部よりも長く設定されてな
る請求項１に記載のガンドリル。
【請求項３】
　前記の溝閉塞片が中空シャンクのＶ字溝にロウ付けされると共に、該中空シャンクの後
端部が筒状ドライバーのシャンク挿入孔にロウ付けされてなる請求項１又は２に記載のガ
ンドリル。
【請求項４】
　前記の溝閉塞片が中空シャンクのＶ字溝にロウ付けされると共に、筒状ドライバーの前
部側に内外に透通するねじ孔が形成され、該筒状ドライバーのシャンク挿入孔に挿嵌され
た中空シャンクの後端部を、前記ねじ孔に螺挿したロックねじの溝閉塞片への押接によっ
て固定するように構成されてなる請求項１又は２に記載のガンドリル。
【請求項５】
　外面の長手方向に沿って切屑排出用のＶ字溝を有する中空シャンクと、この中空シャン
クの後端部を挿嵌固着する筒状ドライバーと、該中空シャンクの前端に固着される切削ヘ
ッドとからなり、筒状ドライバーに導入されるクーラントを中空シャンク内を通して切削
ヘッドの先端のクーラント放出口から切削部位へ供給し、切屑と共に前記Ｖ字溝を介して
排出するようにしたガンドリルにおいて、
　前記中空シャンクがその全長にわたって前記Ｖ字溝を有すると共に、前記筒状ドライバ
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ーの中空シャンクを挿嵌するシャンク挿入孔の周面に、該中空シャンクのＶ字溝に嵌合し
て当該Ｖ字溝を閉塞する溝閉塞突部が形成されていることを特徴とするガンドリル。
【請求項６】
　前記中空シャンクが押出ないし引抜きによる中空型材からなる請求項１～５の何れかに
記載のガンドリル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するための手段を図面の参照符号を付して示せば、請求項１の発明は、
外面の長手方向に沿って切屑排出用のＶ字溝１１を有する中空シャンク１と、この中空シ
ャンク１の後端部１ｂを挿嵌固定する筒状ドライバー３と、該中空シャンク１の前端１ａ
に固着される切削ヘッド２とからなり、筒状ドライバー３に導入されるクーラントＣを中
空シャンク１内を通して切削ヘッド２の先端のクーラント放出口２１から切削部位へ供給
し、切屑Ｓと共に前記Ｖ字溝１１を介して排出するようにしたガンドリルにおいて、前記
中空シャンク１がその全長にわたって前記Ｖ字溝１１を有すると共に、該中空シャンク１
１の筒状ドライバー３内へ挿嵌する後端部１ｂに、該Ｖ字溝１１を埋めて閉塞する溝閉塞
片８が固着されていることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項４の発明は、上記請求項１又は２のガンドリルにおいて、溝閉塞片８が中空シャ
ンク１のＶ字溝１１にロウ付けされると共に、筒状ドライバー３の前部側に内外に透通す
るねじ孔３２が形成され、該筒状ドライバー３のシャンク挿入孔３１に挿嵌された中空シ
ャンク１の後端部１ｂを、前記ねじ孔３２ａに螺挿したロックねじ３２ｂの溝閉塞片８へ
の押接によって固定するように構成されてなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、請求項５の発明は、外面の長手方向に沿って切屑排出用のＶ字溝１１を有する中
空シャンク１と、この中空シャンク１の後端部１ｂを挿嵌固着する筒状ドライバー３と、
該中空シャンク１の前端１ａに固着される切削ヘッド２とからなり、筒状ドライバー３に
導入されるクーラントＣを中空シャンク１内を通して切削ヘッド２の先端のクーラント放
出口２１から切削部位へ供給し、切屑Ｓと共に前記Ｖ字溝１１を介して排出するようにし
たガンドリルにおいて、前記中空シャンク１がその全長にわたって前記Ｖ字溝１１を有す
ると共に、前記筒状ドライバー３の中空シャンクを挿嵌するシャンク挿入孔３１の周面に
、該中空シャンク１のＶ字溝１１に嵌合して当該Ｖ字溝１１を閉塞する溝閉塞突部３４が
形成されていることを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　請求項４の発明によれば、筒状ドライバー３に対して中空シャンク１がサイドロック方
式で着脱自在であるから、中空シャンク１側の損傷や摩耗に応じて当該中空シャンク１側
を新品に交換可能である。しかして、溝閉塞片８を利用してロックねじ３２ｂの押接を受
ける構成であるから、ロックねじ３２ｂの締め付けによる中空シャンク１の変形や損傷を
回避できると共に、該中空シャンク１を強固に締め付け固定できるという利点がある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項５の発明に係るガンドリルによれば、中空シャンク１は全長にわたるＶ字溝１１
を有するが、筒状ドライバー３内へ挿嵌する後端部１ｂでは該Ｖ字溝１１が筒状ドライバ
ー３側の溝閉塞突部３４によって閉塞される構成になっているから、前記請求項１のガン
ドリルＧ１と同様に、筒状ドライバー３内に供給されるクーラントＣが中空シャンク１の
後端部１ｂ側でＶ字溝１１を通して漏出する懸念はなく、また同じ工具径で工具長さの異
なる複数種のガンドリルに適用する中空シャンクを製作する際、予め全長にわたるＶ字溝
１１を設けた長尺原材からの切断により、材料の無駄をなくして材料コストを低減できる
と共に、長尺原材として長尺パイプ材や中空型材等の量産方式で得られるものを利用でき
、高能率で容易に且つ低コストで製作することが可能となる。更に、この構成では、前記
請求項１～４で用いる溝閉塞片８が不要であるため、ガンドリルの部品点数が少なくなる
と共に、ロウ付け部位も減るという利点がある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　中空シャンク部１は、全長にわたるＶ字溝１１によって横断面が図２及び３の如く略２
／３円形をなし、内部空間がクーラント供給路１０を構成しており、その後端部１ｂを筒
状ドライバー３のシャンク挿入孔３１に挿嵌してロウ付け固着している。また、切削ヘッ
ド２は、超硬合金等で形成されており、図１２で示す従来例と同様の構造・形状を備えて
いる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図６及び図７に示す第二実施形態のガンドリルＧ２では、溝閉塞片８の外面部８ａの後
部側に長手方向に沿う平坦部８１が形成される一方、筒状ドライバー３の前部側に内外を
透通する半径方向の２つのねじ孔３２ａ，３２ａが前後配置で形成され、各ねじ孔３２ａ
にロックねじ３２ｂが螺合されている。そして、中空シャンク１は、前記第一実施形態の
ガンドリルＧ１と同様にＶ字溝１１に溝閉塞片８を嵌合してロウ付け固着するが、筒状ド
ライバー３のシャンク挿入孔３１に対し、固着した溝閉塞片８の平坦部８１が両ねじ孔３
２，３２に臨む向きで挿嵌したのち、両ロックねじ３３，３３を締め付けることによって
サイドロック方式で連結固定するようになっている。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　１　　　　　中空シャンク
　１ａ　　　　先端
　１ｂ　　　　後端部
　１０　　　　クーラント供給路
　１１　　　　Ｖ字溝
　２　　　　　切削ヘッド
　２ａ　　　　先端面
　２０　　　　クーラント供給路
　２１　　　　クーラント放出口
　２２　　　　Ｖ字溝
　２３　　　　切刃部
　３　　　　　筒状ドライバー
　３０　　　　クーラント供給路
　３１　　　　シャンク挿入孔
　３２ａ　　　ねじ孔
　３２ｂ　　　ロックねじ
　３３　　　　環状段部
　３４　　　　溝閉塞突部
　８　　　　　溝閉塞片
　８ａ　　　　外面部
　８１　　　　平坦面
　Ｇ１～Ｇ３　ガンドリル
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